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祝 

成
人
式

江

村

夕ゆ
う

美み

さ

ん

　
今
、
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
育
ん
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
ご
指
導
い
た

だ
た
先
生
方
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
は
今
、
津
南
を
離
れ
、
作
業
療
法
士
を
目

指
し
て
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
津

南
を
出
て
、
一
人
で
生
活
す
る
の
は
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仲
間
と
の
た

く
さ
ん
の
思
い
出
や
そ
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の

道
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
、
応
援
し
て
く
れ

る
家
族
が
い
る
こ
と
が
今
の
私
の
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
こ
津
南
で
し
か
で
き
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
し
た
こ
と
は
、
私
の
大
き
な
財
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
も
な
お
震
災

の
影
響
で
ふ
る
さ
と
へ
帰
れ
な
い
人
が
た
く
さ

ん
い
る
中
で
、
私
た
ち
に
は
ふ
る
さ
と
津
南
と

い
う
帰
る
場
所
が
あ
る
、
当
た
り
前
で
は
な
い

幸
せ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
新
成
人
と
な
っ
た
今
、
成
人
と
し
て
の
自
覚

の
も
と
、
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
た
く
さ

ん
の
か
た
が
た
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
一
人
の
大
人
と
し
て
社
会
や
津
南
町
に
役
立

て
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西

澤

大ひ

ろ

み海
さ

ん

　
私
は
家
族
、
友
達
、
地
域
の
か
た
が
た
、
多

く
の
大
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
無
事
に
二
十
歳
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
人
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
社
会
で
の
責
任
を
果
た
す
た

め
努
力
し
ま
す
。

　
昨
年
の
３
月
、
大
き
な
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。

津
南
町
や
栄
村
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
際
、
私
は
地
域
の
強
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
家
族
、
近
所
同
士
、
強
い
つ
な
が
り
の
よ

さ
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
が
津
南

町
の
よ
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
つ
な
が
り
を

た
い
せ
つ
に
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
同
年
代
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
絆
に
誇
り
を
持
ち
た
い
で
す
。

　
地
元
を
離
れ
、
正
月
や
お
盆
に
実
家
に
帰
る

と
と
て
も
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
友

達
に
会
っ
た
り
、
近
所
の
か
た
と
会
話
を
し
た

り
す
る
と
い
つ
も
の
日
常
に
戻
っ
て
き
た
気
が

し
ま
す
。
や
は
り
私
の
居
場
所
は
こ
こ
に
あ
る

の
だ
と
強
く
実
感
し
ま
す
。

　
私
は
津
南
町
が
好
き
で
す
。
い
つ
か
ま
た

戻
っ
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
３
日
、
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で
津
南
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、

１
０
６
人
の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
（
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
対
象
者
１
６
９
人
）

　

式
典
で
は
新
成
人
代
表
と
し
て
、
若
井
夏
実
さ
ん
（
写
真:

表
紙
右
中
央
）
と
板

場
健
太
さ
ん
（
写
真
：
下
）
が
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
か
た
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
や
、
未
来
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
成
人
式
を
終
え
た
新
成
人
の
感
想
と
新
成
人
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、恒
例
に
な
り
ま
し
た
新
成
人
全
員
写
真
掲
載
を
お
伝
え
し
ま
す
。

成
人
式
に
１
０
６
名
が
参
加

新成人代表　板場健太さん

成 人 式
Coming-of-age ceremony
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津南
21人

町外
72人
町外
72人

津南
21人

はい
39人

いいえ
31人

未回答 2人

いいえ
31人

未回答 2人

津南
12人

町外
8人

未回答
1人

町外
8人

未回答
1人

津南
12人

進学
48人

就職
16人

その他 6人

未回答 2人

就職
16人

その他 6人

未回答 2人

進学
48人

　成人式の前に、新成人を対象としたアンケートをとりました。若者が津南町をどう
思い、今何を考えているのか聞きました。
　その結果、今、津南を離れている者の半数以上は、また津南に戻ってきたいと考え
ているようです。実現できるよう町民の皆様の力添えをお願いします。　

出席者 106 名中、93 人が回答してくれました。ご協力ありがとうございます。

成人★アンケート

Q …… 今、どこに住んでいますか？

Q …… 津南のイイところ、イヤなところを教えてください。

Q …… 「津南にあったらいいな」 と思うものを教えてください。

  

Ｑ 

…
… 

　
　

町
外
に
住
む
新
成
人
に
聞
き
ま
し
た
。

　
　

何
年
か
し
た
ら
津
南
に
戻
り
た
い
で
す
か
？

町外に住んでいる理由 津南在住者の勤務地

［ 職　種 ］
　□建築・土木……………３人　　□農業………１人
　□医療・福祉……………２人　　□製造業……１人
　□営業・事務……………５人　　□飲食業……０人
　□サービス業……………３人
　□パート・アルバイト…１人
　□その他…………………５人
　　（保育士、職人など）

［ 戻りたくない ! に 多かった理由 ］
　□まだ帰る気がしない………………９人
　□津南じゃ出来ない夢があるから…８人
　□津南じゃ稼げない…………………４人
　□やりたい仕事があるから…………３人
　　（ネイリスト、演劇関係ほか）
　□その他………………………………７人

［ 戻りたい ! に 多かった理由 ］
　□自然に囲まれてたい　……………………　16 人
　□家族に「戻ってこい」と言われてる　…　10 人
　□経済的に安く済む…………………………５人
　□都会が合わない……………………………２人
　□やりたい仕事（飲食業）がある…………１人
　□その他………………………………………５人

［ 津南のここがイイ☆  ］
□家族がいる	 58人
□自然がいっぱい	 56人
□空気・水がキレイ	 49人
□昔からの友達がいる	 46人
□人が親切	 36人
□食べ物が新鮮	 26人
□温泉	 19人
□犯罪が少ない	 17人
□ウィンタースポーツなどの趣味ができる	 13 人
□家が広い	 13人
□結婚・子育てがしやすそう	 8人

・子どもが気軽に入れる演劇施設や関心を高める活動に力を入れてほしい。
・飲み屋・ホームセンター・すき家・ＴＳＵＴＡＹＡ・何もない方がいい

［ 津南のここがイヤ☆  ］
□やりたい仕事が選べない	 12人
□いろいろ遠い	 12人
□遊ぶ場所がない	 12人
□車がないと不便	 12人
□お店やコンビニが少ない	 9人
□雪が多すぎる	 9人
□大きな病院が近くにない	 6人
□虫が多すぎる	 5人
□給料が安い	 5人
□結婚・子育てが大変そう	 4人
□家族・近所がうるさい	 3人

※複数回答あり

成 人 式
Coming-of-age ceremony
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　個人・集合写真は、記念品（写真の額）と合わせてお渡しします。

　式典参加者には、連絡ハガキを送りますのでそのハガキを持参し、文化センターにおいでください。

■お問い合わせ

　津南町教育委員会　生涯学習班　℡025-765-3134
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転
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
ね

５
病
棟
副
師
長
　
久
保
田
　
恵
子

大だ
い

腿た
い

骨こ
つ

頸け
い

部ぶ

骨こ
っ

折せ
つ（
太
も
も
の
付
け
根
の
骨
折
）

は
、高
齢
者
の
転
倒
に
よ
る
骨
折
の
中
で
一
番
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
女
性
の
場
合
に
は
、閉
経

後
の
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
に
よ
り
男
性
の
３
倍
ほ
ど

骨
折
率
が
高
い
そ
う
で
す
。ま
た
寝
た
き
り
の
確

率
も
高
く
な
り
ま
す
。

当
院
で
は
、整
形
外
科
の
常
勤
医
師
が
い
な
い

た
め
、大
き
な
手
術
や
急
患
の
夜
間
診
療
が
で
き

ま
せ
ん
。ほ
と
ん
ど
の
か
た
は
、近
く
の
県
立
十
日

町
病
院
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

急
性
期
を
過
ぎ
る
と
、リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
当

院
に
転
院
し
て
く
る
か
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。一
般
的
に
骨
折
後
の
歩
行
能
力
は
、ワ
ン
ラ
ン

ク
落
ち
る
か
た
が
多
い
よ
う
で
す
。個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、今
ま
で
出
来
た
こ
と
が
出
来
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。高
齢
で
リ
ハ
ビ
リ
が
進

ま
な
い
こ
と
も
あ
り
、不
安
を
感
じ
る
か
た
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。一
定
の
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
と
、

退
院
に
向
け
て
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。日
頃

か
ら
、手
す
り
を
付
け
た
り
、段
差
を
改
善
す
る
な

ど
の
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

春
に
な
り
、野
外
に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
。サ
ン
ダ
ル
履
き
で
、ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で

…
と
い
う
か
た
も
転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。津

南
町
で
推
奨
し
て
い
る
、水
中
機
能
運
動
も
と
て

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、お
す
す
め
し
ま
す
。

＜実施された行事＞
〔４月〕
	 25日	 総文福祉常任委員会
	 	 なじょもん友の会との懇談会
	 25日	 住民・議会懇談会（町内20会場）
　　～5月1日
〔５月〕
	 7日	 全員協議会
	 7日	 23年度産業建設常任委員会所管事業成果巡視
	 16日	 総文福祉常任委員会・町スポ少との懇談会

	 18日	 議会広報研修会（新潟市）

＜今後の行事予定＞
〔５月〕
	 23日	 総文福祉常任委員会県内視察（阿賀町）
	 24日	 東京都荒川区議行政視察
	 25日	 新潟県特別豪雪地帯市町村協議会総会（三条市）
	29～30日	 全国町村議長・副議長研修会（東京）
	 30日	 津南病院決算審査　
〔６月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会
	12～14日	 平成24年第2回津南町議会定例会開会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 4000日	 中島博稔（陣場下）	
	 3300日	 小山英一（割野）	
	 1000日	 涌井れい子（十二ノ木）	
	 900日	 中島陽子（陣場下）
	 800日	 中山シマ（大割野）	
	 300日	 若井栄一（穴山）	
	 200日	 根津ミサ（小下里）	
	 100日	 福原清枝（外丸）、髙橋正枝（秋成）	

主な運動：水泳、バランスボール、ラジオ体操、
水中運動他。

健康体力づくり100日運動

　

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と

あ
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で

す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
か

た
は
、
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金

の
第
一
号
被
保
険
者
の
か
た
で
す
。

半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含
め
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
か
た
は

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
な
ど
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
か
た
も

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に

加
入
中
の
か
た
は
、
付
加
保
険
料
を

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

　
付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の
式

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年

間
納
め
た
と
き
の
総
付
加
保
険
料

額
の
２
４，
０
０
０
円
（
４
０
０
円

×
60
カ
月
）
に
対
し
、
65
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給

さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は
年
額
１
２，

０
０
０
円
（
２
０
０
円
×
60
カ
月
）

と
な
り
、
付
加
年
金
を
２
年
間
受
給

す
る
と
、
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
方
法

　
付
加
年
金
に
申
し
込
ま
れ
る
か
た

は
、
印
鑑
と
年
金
手
帳
を
持
参
の
上
、

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、

お
申
し
込
み
月
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、

納
付
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
納
め
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載人

権
擁
護
委
員
制
度
を

　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

青
い
鳥
郵
便
葉
書

Ｏ
Ａ
簿
記
科

　
　
　
７
月
入
校
生
募
集

６
月
は

新
潟
県
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
動

　

６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」で
あ
る
６
月
１
日
を
中
心
と

し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想

の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

津
南
町
に
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
相
談
会

　
６
月
14
日
㈭

　
津
南
町
役
場 

３
階
　
第
２
委
員
会
室

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
人
権
擁
護
委
員

　
・
渡
邊
ト
シ（
反
里
口
）℡
７
６
５-

４
２
５
７

　
・
山
田
隆
一（
芦
ケ
崎
）℡
７
６
５-

２
４
２
２

　
・
髙
橋
芳
子（
十
二
ノ
木

）℡
７
６
５-

１
５
０
１

　
・
本
山
佐
利（
反
里
）
　
℡
７
６
５-

４
２
０
４

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
　
町
民
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
３

　

郵
便
事
業
株
式
会
社
は
、重
度
の
身
体
障
害
者

及
び
重
度
の
知
的
障
害
者
で
希
望
さ
れ
る
か
た

に
、青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
封
筒
に
通
常
郵
便

葉
書
を
入
れ
た
も
の
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

■
配
布
対
象
者

　
次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

・
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
ま
た
は
２
級
）

・
療
育
手
帳（
Ａ
）

■
受
付
期
間
　
５
月
31
日
㈭

■
期
間
　
７
月
６
日
㈮
〜
12
月
３
日
㈪

■
時
間
　
平
日
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時
50
分

■
会
場
　
ス
リ
ー
エ
ス
IT
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー(

十
日
町
市)

■
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
）

■
お
申
し
込
み
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
め
切
り
　
６
月
20
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
℡
０
２
５-

７
９
４-
２
４
１
０

　

地
球
温
暖
化
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
や
、大
気
汚
染
の
原
因
の
一
つ
で
も
あ
る

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
、新
潟
県

で
は「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

　

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
、急
発
進
、急
加
速

を
控
え
る
な
ど
、運
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
　
町
民
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
３

大地の芸術祭2012 東アジア芸術村が始動します！お楽しみに
　上野集落を中心に周辺の集落では、芸術家の蔡

サイ・コッキョウ

國強（中国）さんや金
キム・クーハン

九漢（韓国）さんが、これまで
の大地の芸術祭で作品を制作したことをきっかけに、東アジアの国々との交流が続いています。
　昨年の10月には中国から呉

ウー・ダクシン

達新さん、12月には劉
リュウ・ジャジング

佳婧さんが津南町を訪れ、住民と交流し
たり博物館を訪れたりして地域を学ぶ中で作品構想を練りました。
　今夏は、この２人の中国作家が作品制作に再訪します。
　また2006年からサポーターとして参加していた香港のセンス・
アートスタジオが上野公民館で展示やカフェを企画・運営し、台湾の
林
リン・シュロン

舜龍さん率いるチームが巨大なからくり人形と練り歩きます。
　詳細が決まりましたら、順次お知らせしますのでお楽しみに!!
■地域振興課　商工観光班　765‐3115

PICK UP!

■
配
布
枚
数
　
お
一
人
に
つ
き
20
枚

■
申
出
の
方
法

○
郵
便
局
な
ど
で
の
申
出
方
法

　
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
日
本
郵
便
の
支
店

に
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提
示

し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。代
理
提
出
も
で
き
ま
す
。

○
郵
送
で
の
申
出
方
法

　「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」と
明
記
し

た
適
宜
の
用
紙
に
、
手
帳
の
種
類
・
手
帳
番
号
・

級
別
や
程
度
・
住
所
ま
た
は
居
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
日
本
郵
便
の
支

店
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
配
布
の
方
法

　
日
本
郵
便
の
支
店
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
日
本

郵
便
の
支
店
に
直
接
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、

そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
日
本
郵
便
十
日
町
支
店

　
℡
７
５
２-

２
３
０
０

作品の設置場所を視察する呉達新（2011年10月）

付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？
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 きれいに咲きました「中子の桜」
— 中子の桜が大人気 —

 津南町という星が誕生
— 小惑星に津南町と命名 —

 防火、防災がんばるぞ
— 4/28　笹沢少年消防クラブ発足式 —

 自分のことだもの。知ろう防災
— 4/29　陣場下集落の自主防災訓練 —

 歩いて春を感じよう
— 4/29　河岸段丘ウォーク —

 楽しい自転車。でも事故に注意
— 自転車教室開催 —

 郷土料理で町をアピール
— 4/29　農家レストランオープン —

 新茶の天ぷらいただきました
— 5/13 狭山茶摘み体験 —

　中子の貯水池脇に咲く桜を見にたくさんの人が訪れました。

　数年前に、雪の中に咲く桜としてカメラマンを中心として

脚光をあびてから、全国のアマチュアカメラマンがたくさん

訪れるようになりました。

　人気とは裏腹に、気象条件によって桜が咲かなかったり、

雪が残っていなかったりとカメラマンが求めてくる条件がそ

ろわない年が続きましたが、今年は、大雪だったことや、地

元のかたが桜の蕾
つぼみ

を鳥から守ってくれたことで、きれいな花

が咲きました。

　毎年ゴールデンウィークころに咲くこの中子の桜。まだご

覧になられていないかたは、来年ぜひ！

　アメリカの天文台が発見した 12 の小惑星の一つが

「Tsunanmachi」と名づけられました。

　これは国立天文台の発案により、東日本大震災・長野県北

部地震の復興を願って被災地の地名がつけられたものです。

　残念ながら、小惑星「津南町」を肉眼ではみることはでき

ませんが、復興を願い夜空を眺めてみてはいかがでしょうか。

　大規模災害が日本各地で続く中で、子どもたちが中心と

なった十日町地域で初となる少年消防クラブが発足しました。

　結成メンバーは、笹沢地区（外丸・三箇）の小学生から中

学生までの 47 名の子どもたちです。

　地元消防団に加えて、若い新たな防火・防災の担い手の誕

生を皆さん応援してください。

　昨年に引き続き、陣場下集落で自主防災訓練が行われまし

た。火災や災害などが起った際に、ご近所同士が協力しあっ

て対応するために事前にこうした訓練を行う集落が増えてい

ます。

　陣場下集落では、NPO セーフティネットぼうさいや消防

署などからも協力してもらい、応急手当・担架作成訓練や、

消火訓練などを行っています。

　津南町では、現在 48 の自主防災組織がありますが、すべ

ての組織が災害時に機能できるよう応援しています。自主防

災組織の設立や運営方法について気になるかたは、総務課

（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

↑ 残雪の中に咲く桜。

↑ クラブ旗をかかげるクラブメンバー。

↑消火栓の使い方を説明する消防団員。

　毎年恒例の河岸段丘ウォークが開催されました。一番長

い距離で津南駅から小千谷までの50㎞を歩くイベントです

が、人気のあるのは気軽に参加できる十日町市のキナーレ

までの15㎞〜23㎞のようです。参加者は、春の景色を眺め

ながら1日を楽しみました。

　町と県の補助を受け、JA津南町の旧中津支店を利用した

農家の女性グループによる農家レストランがオープンしま

した。

　これまで行ってきた惣菜加工に加え、郷土料理をお客さ

んにその場で食べていただくスペースを加え、料理を通し

た町の情報発信をしていきます。

　人気メニューのつなんポークを使用した「豚丼」や、サ

クッと揚がった山菜の天ぷらなどが味わえますよ。

　友好交流都市の埼玉県狭山市で茶摘み体験ツアーが行わ

れました。参加者は狭山茶の新茶をたっぷり収穫し、その場

で天ぷらにしていただきました。

　津南では体験できない農作業をしてみるのもいいもので

すね。

↑ 十日町市の宮中ダムを通る参加者たち

　暖かくなり、子どもたちも自転車で出かける機会が増え

てきました。中津小学校では、子どもたちが安全に自転車に

乗れるように、交通指導員や警察を招いて自転車教室を開

催しました。

　春先は、まだ自転車に乗り慣れない子どももいますので、

車を運転される際には、十分注意してください。

↑中津小学校で行われた自転車教室。

↑ 景色を眺めながら、山菜などの料理が楽しめます。

↑ 茶畑で、茶摘み体験をする津南からの参加者たち

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

国
保
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

春
は
異
動
の
季
節
で
す
。
就
職
、進
学
、引
っ

越
し
な
ど
で
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
脱

退
が
あ
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
か
た
は
、
次
の
書

類
を
お
持
ち
の
う
え
、
早
め
に
役
場
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
加
入
者
が
、職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合（
ま
た
は
そ
の
扶
養
に
な
っ
た
場
合
）

・
国
民
健
康
保
険
証

・
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
証
（
ま

た
は
そ
の
加
入
証
明
書
）

・
印
鑑

※
保
険
証
は
、
新
た
に
加
入
し
た
人
全
員
の
分

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
日
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
場
合
（
ま
た

は
そ
の
扶
養
が
外
れ
た
場
合
）

・
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書

・
印
鑑

▼
国
保
加
入
者
が
、
進
学
で
津
南
町
を
離
れ
て

生
活
す
る
場
合

・
学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
証

・
学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書
の
原
本

・
印
鑑

※
津
南
町
以
外
に
住
民
登
録
を
移
す
か
た
は
申

請
く
だ
さ
い
。
学
生
用
の
国
民
健
康
保
険
証

を
交
付
い
た
し
ま
す
。

▼
子
ど
も
・
県
親
・
県
障
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
か
た

　
保
険
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
受

給
者
証
の
手
続
き
も
必
要
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
を
持
参
し
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
手
続
き
は
お
早
め
に

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を
遡
っ
て
納

付
し
た
り
、
保
険
証
が
な
い
こ
と
で
、
医
療
費

を
全
額
（
10
割
）
自
己
負
担
し
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
異
動
が
生
じ
た
ら
、
14
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
場
所

　
税
務
町
民
課
（
４
番
窓
口
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課 

保
険
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

”
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
“
や	

”雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
“を
さ

れ
た
か
た
は
、
申
請
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
か
た
は
？

　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
か
た
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
。 

・
離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未
満
。 

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者(

倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職)

ま
た

は
、
特
定
理
由
離
職
者(

雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職)

に
該
当
。 

○
軽
減
額
は
？

　
軽
減
は
前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の
30
／

100
と
み
な
し
て
行
い
ま
す
。

○
軽
減
期
間
は
？

　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
離
職

日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
で
す
。

○
軽
減
を
受
け
る
に
は
？

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
い

た
だ
き
税
務
班
窓
口
で
申
請
く
だ
さ
い
。

○
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
津
南
町
役
場
　
税
務
町
民
課
　
税
務
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
３

柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
ら
れ
る
か
た
へ

　

健
康
保
険
は
治
療
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
施
術
の
中
に
は
健
康
保
険
の
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
負
傷
の
原
因
を
き
ち

ん
と
伝
え
、
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
保
険
を
使
え
る
場
合

・
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、
骨
折
、
脱
臼
、
打

撲
及
び
捻
挫
等
と
診
断
ま
た
は
判
断
さ
れ
、

施
術
を
受
け
た
と
き
。

・
骨
・
筋
肉
・
関
節
の
ケ
ガ
や
痛
み
で
そ
の
負

傷
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
き
。

▼
健
康
保
険
の
対
象
外

・
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的
な
）
肩
こ
り
や

筋
肉
疲
労
。

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状
の
改

善
の
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術
。

・
医
療
機
関
で
同
じ
負
傷
等
を
治
療
中
の
も
の
。

▼
治
療
内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

　
施
術
日
や
施
術
内
容
に
つ
い
て
ご
照
会
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
保
険
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４私

の
健
康
づ
く
り

恩
田
正
信
さ
ん
（
鹿
渡
）
61
歳

「
せ
っ
こ
い
い
の
を
ー
」

と
す
れ
違
う
人
か
ら

言
わ
れ
る
。「
足
が
弱
っ
て
、
歩

け
な
く
な
っ
た
ら
、
お
お
ご
っ

た
ん
が
」
と
返
事
す
る
。
声
を

か
け
て
も
ら
う
と
う
れ
し
い
。

　
足
を
骨
折
し
、
入
院
し
た
こ

と
が
あ
り
難
儀
し
た
。
ま
た
歩

け
な
く
な
っ
た
ら
、
困
る
。

　
仕
事
が
休
み
の
日
は
、
発
電

所
ま
で
、
て
く
て
く
と
一
日
に
何
回
も
歩
く
。

家
の
中
に
い
る
よ
り
外
に
出
て
い
る
の
が
好

き
だ
。
　

　
歩
く
の
が
ボ
ケ
予
防
に
な
る
と
い
う
テ
レ

ビ
番
組
も
あ
っ
た
。

　
仕
事
場
の
工
房
な
か
さ
と
へ
も
歩
い
て
通

う
こ
と
が
多
い
。
雪
が
消
え
れ
ば
自
転
車
に

も
乗
る
。

　
工
房
な
か
さ
と
に
通
う
と
き
は
リ
ュ
ッ
ク

に
必
ず
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
持
ち

歩
く
。の
ど
が
渇
い
た
ら
す
ぐ
飲
め
る
か
ら
だ
。

工
房
な
か
さ
と
で
は
仕
事
の
合
間
に
、
ラ
ジ

オ
体
操
も
す
る
。
草
が
大
き
く
な
る
と
草
刈

り
も
す
る
。
家
の
周
り
や
工
房
な
か
さ
と
の

も
草
刈
機
で
す
る
。

　
夜
は
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
が
11
時
に

は
寝
て
、
朝
は
５
時
に
起
き
る
。

　
一
人
暮
ら
し
の
生
活
は
も
う
10
年
以
上
に

な
る
。

　
一
人
は
淋
し
い
が
お
や
け
や
近
所
の
人
が

助
け
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い
。
工
房
の
仲

間
と
の
楽
し
み
も
あ
る
。
草
刈
り
な
ど
で
難

儀
し
た
時
は
、
臨
時
収
入
も
入
る
。

　
お
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
お
世
話
に
な

り
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
肉
や
野
菜
、
果
物
な

ど
を
買
っ
て
き
て
、
お
か
ず
を
作
っ
て
く
れ

る
。
野
菜
や
肉
炒
め
は
真
似
し
て
自
分
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
工
房
な
か
さ
と
に
通
い
な
が

ら
、
仕
事
し
た
り
、
仲
間
と
楽
し
ん
だ
り
し

て
元
気
で
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
。

が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い

　

～
五
月
病
と
ス
ト
レ
ス
～

春
に
な
り
、入
学
や
入
社
、転
勤
、異
動
な
ど
、

新
生
活
が
始
ま
っ
た
か
た
も
多
と
思
い

ま
す
が
、そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
の
た
ま
る
時
期
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら
環
境
の
変

化
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
、
落
ち
込
み
や
食
欲

不
振
、
疲
労
な
ど
で
悩
ま
さ
れ
る
症
状
を
五
月

病
と
い
い
ま
す
。

五
月
病
は
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
で
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
だ
け
で
な
く
、
一

年
中
い
つ
で
も
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
不
眠
、
や
る
気
が
で
な
い
、

疲
れ
や
す
い
な
ど
の
症
状
が
続
く
よ
う
で
あ
れ

ば
、
ス
ト
レ
ス
が
原
因
の
五
月
病
の
症
状
と
同

じ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心
も
体
も
ゆ
っ

く
り
と
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

五
月
病
が
長
引
く
と
、本
人
は
も
と
よ
り
、周

り
の
社
員
の
仕
事
量
の
負
担
が
増
加
し
は
じ
め
、

職
場
全
体
に
影
響
が
で
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
、

五
月
病
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
五
月
病
の
症
状

に
苦
し
む
本
人
だ
け
で
な
く
、
会
社
全
体
の
た

め
に
も
た
い
せ
つ
で
す
。

職
場
で
の
五
月
病
予
防
と
し
て
は
、
上
司
や

同
僚
の
声
か
け
が
非
常
に
効
果
の
あ
る
方
法
で

す
。
声
か
け
を
さ
れ
る
と
、
職
場
の
一
員
と
し

て
認
め
ら
れ
た
と
感
じ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
仕
事
や
人
と
の
良
い
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
仕
事
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
職
場
全
体
の
雰

囲
気
も
良
く
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
話
を
し
や

す
い
職
場
環
境
を
作
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

さ
ら
に
、社
員
の
元
気
が
な
い
、仕
事
の
ミ
ス

が
目
立
つ
、遅
刻
や
早
退
・
欠
勤
が
増
え
る
な
ど

の
変
化
に
、
職
場
の
人
間
が
早
期
に
気
づ
く
よ

う
に
心
が
け
る
こ
と
で
、早
め
に
気
づ
き
、対
処

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

誰
も
が
働
き
や
す
い
、
よ
り
良
い
職
場
環
境

と
な
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
周
り
に
気
を

配
っ
て
仕
事
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

ま
た
、最
近
で
は
、こ
の
よ
う
な
症
状
は
大
学

生
や
新
入
社
員
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
以
下
の

学
生
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は

新
入
学
・
入
園
と
い
っ
た
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
自
分
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
大
人
に
比
べ
、
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
は
自
分
で
そ
の
症
状
を
克
服
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
、お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は

子
ど
も
の
様
子
に
気
を
配
り
、
体
調
の
悪
い
時

に
は
休
ま
せ
て
あ
げ
た
り
、
話
を
聞
い
て
あ
げ

た
り
し
ま
し
ょ
う
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

小林明日香
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つ
な
ん
の
文
芸

本とわたし
−関口優さんから

著者/阿刀田高　出版社/新潮文庫

僕
が
紹
介
す
る
本
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
く
解

説
し
て
い
る
本
で
す
。

世
界
中
に
神
話
の
類
の
話
は
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
は
そ
の
中
で

も
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
話
だ
と
思
う
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
字
の
語
源
と
な
っ
て
い
る

も
の
も
多
く
、
割
と
な
じ
み
や
す
い
話
で

あ
り
、
夜
空
を
彩
る
星
座
の
一
つ
ひ
と
つ

に
も
物
語
が
あ
り
ま
す
。

神
話
と
い
う
と
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、

結
構
読
み
や
す
い
話
な
ん
だ
な
と
感
じ
、

こ
の
本
が
き
っ
か
け
で
ほ
か
の
ギ
リ
シ
ャ

神
話
の
本
も
買
い
ま
し
た
。

神
話
の
中
で
、
最
も
有
名
な
神
と
い
え

ば
、
ゼ
ウ
ス
で
し
ょ
う
。
オ
リ
ン
ポ
ス
の

山
に
住
ま
う
神
々
の
長
で
あ
り
天
の
支
配

者
、
天
候
を
操
り
時
に
は
天
罰
と
し
て
雷

を
落
と
す
雷
神
様
で
し
た
。

そ
ん
な
恐
ろ
し
い
一
面
を
持
つ
一
方
で

美
女
を
見
つ
け
る
と
声
を
か
け
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
、
手
を
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
女
好
き
、
浮
気
性
（
ヘ
ラ
と

い
う
妻
が
い
る
）
た
だ
の
エ
ロ
オ
ヤ
ジ
で

は
？
と
も
思
う
よ
う
な
神
で
も
あ
り
ま
す
。

星
座
の
中
で
大
熊
座
と
い
う
星
座
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
神
話
の
中
で
は
元
々

は
、
カ
リ
ス
ト
と
い
う
名
の
女
性
で
ア
ル

テ
ミ
ス
と
い
う
女
神
に
遣
え
る
侍
女
で
し

た
。
彼
女
を
見
た
ゼ
ウ
ス
は
彼
女
に
手
を

出
そ
う
と
し
ま
す
が
、
彼
女
の
主
ア
ル
テ

ミ
ス
は
処
女
神
で
あ
り
侍
女
で
あ
る
カ
リ

ス
ト
も
そ
の
誓
い
を
守
り
拒
む
で
あ
ろ
う

と
考
え
、
そ
の
姿
を
ア
ル
テ
ミ
ス
に
変
え

カ
リ
ス
ト
に
迫
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後

カ
リ
ス
ト
は
ゼ
ウ
ス
の
子
を
産
む
の
で
す

が
、
そ
れ
を
知
っ
た
ゼ
ウ
ス
の
妻
ヘ
ラ
は

怒
り
、
カ
リ
ス
ト
を
熊
の
姿
に
変
え
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
カ
リ
ス
ト
の
子
ア
ル
カ
ス
は
立

派
な
青
年
と
な
り
あ
る
日
猟
に
出
か
け
た

時
に
一
頭
の
熊
と
出
合
う
で
す
が
、
そ
の

熊
が
母
と
気
づ
か
ず
殺
そ
う
と
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
た
ゼ
ウ
ス
は
二

人
を
つ
む
じ
風
で
天
上
へ
と
舞
い
上
げ
二

人
を
星
座
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
出
て
く
る
神
々
は
ど

こ
か
人
間
臭
く
魅
力
的
で
お
も
し
ろ
い
で

す
が
、
そ
れ
故
に
起
き
る
悲
劇
的
な
物
語

も
醍
醐
味
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
深
く

知
り
た
い
と
い
う
か
た
は
ぜ
ひ
一
読
を
。

　
次
は
原
田
義
一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

ギリシャ神話を知っていますか
紹介する本

山
やま

田
だ

　勲
いさお

さん	（亀岡）

弥生 ―Ma r c h―

池
いけがみ

上彰
あきら

／著　文藝春秋　1,333円（税別）

「世界を変えた10冊の本」

「世界を変える」出会いとまではいかずとも、皆さんのこれ
からの人生に、「本」との素敵な出会いがありますように。

新
た
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
、グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
を
会

場
に
津
南
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、雨
も
上
が
り
晴
れ
た
中
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
、

残
雪
の
中
、新
緑
と
桜
、そ
し
て
新
成
人
の

皆
さ
ん
が
ま
ぶ
し
く
、な
ん
と
も
贅ぜ
い
た
く沢
で

ま
ば
ゆ
い
光
景
で
し
た
。

　

今
月
は
、そ
の
二
十
歳
の
門か
ど
で出

を
祝
う

べ
く
、親
と
子
、そ
し
て
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら

見
る
こ
と
が
で
き
る
本
を
ご
紹
介
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
ど
う
ぶ
つ
家
族
」

岩い
わ
ご
う
み
つ
あ
き

合
光
昭
／
著
　
ク
レ
ヴ
ィ
ス

　
野
生
動
物
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を

と
ら
え
た
写
真
集
。
一
枚
一
枚
の
写
真
を

何
度
も
見
返
し
た
く
な
る
ほ
ど
の
深
さ
を

感
じ
る
一
冊
で
す
。

「
お
か
あ
さ
ん
と
あ
た
し
。」

ｋ.

ｍ.

ｐ.

ム
ラ
マ
ツ
エ
リ
コ

な
か
が
わ
み
ど
り
／
著
　
大だ
い

和わ

書
房

　
思
わ
ず
吹
き
出
し
そ
う
な
ほ
ど
、
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
そ
し
て
温
か
く
母
と
娘
の
や
り

と
り
を
描
い
て
い
ま
す
。

「
ち
い
さ
な
あ
な
た
へ
」

ア
リ
ス
ン
・
マ
ギ
ー
／
文

ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
／
絵

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
／
訳

主
婦
の
友
社

　
母
の
愛
を
、
爽さ
わ

や
か
な
風
の
よ
う
な
言

葉
で
つ
づ
っ
た
絵
本
。
じ
ん
わ
り
と
心
に

響ひ
び

き
ま
す
。

「
お
と
う
さ
ん
が
お
と
う
さ
ん
に
な
っ
た
日
」

長な
が

野の

ヒ
デ
子
／
作
　
童ど
う
し
ん
し
ゃ

心
社

　
「
お
父
さ
ん
は
、ど
う
し
て
お
父
さ
ん
に

な
っ
た
っ
て
わ
か
っ
た
の
？
」
子
ど
も
の

質
問
に
お
父
さ
ん
は
、
大
事
に
答
え
て
く

れ
ま
す
。さ
あ
、ど
ん
な
答
え
な
の
で
し
ょ

う
か
。

「
お
お
き
な
木
」

シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
／
著

村む
ら
か
み
は
る

上
春
樹き

／
訳
　
あ
す
な
ろ
書
房

　
こ
の
本
の
原
題
は「T

h
e

　G
iv

in
g

　

T
re

e

」
と
い
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
以
前
は

篠し
の
ざ
き
し
ょ
り
ん

崎
書
林
か
ら
本ほ
ん

田だ

錦き
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
の
訳
で

出
版
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
０
年

５
月
に
新
た
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
訳
で
味
わ
う
の
も
ま
た
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
本
」と
の
出
会
い
は
不
思
議
な
こ
と
が

あ
る
も
の
で
す
。

　
人
は
、
出
会
う
べ
く
し
て
出
会
う「
本
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。図
書
室
で
は
、

「
本
」が
そ
の
人
を
引
き
寄
せ
て
い
る
か
の

よ
う
に
思
え
る
出
来
事
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。そ
ん
な
場
面
に
出
く
わ
し
た
と
き
、

本
当
に
不
思
議
に
感
じ
ま
す
。皆
さ
ん
も
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
な
か
で
、
不
思
議
な

「
本
」と
の
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

お
知
ら
せ

　
図
書
室
業
務
の
補
助
係
員
が
４
月
か
ら

桑く
わ

原は
ら

孝た
か

紀の
り

に
替
わ
り
ま
し
た
。
お
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

青
空
に
わ
れ
知
ら
ぬ
人
の
夢
を
乘
せ

　
　
飛
行
機
雲
は
白
く
伸
び
ゆ
く 

貝
沢
　
圭
子

春
の
兆
し
ほ
の
か
に
顕
ち
て

　
　
薄
紅
に
雪
椿
の
花
二
輪
咲
き
初
む 

涌
井
　
ユ
ミ

雪
の
日
は
干
支
の
壁
掛
け
仕
上
げ
ん
と

　
　
靜
か
な
刻
に
包
ま
れ
て
を
り 

関
谷
　
郁
子

越
冬
の
白
菜
の
中
に
潜
み
ゐ
る

　
　
青
虫
ひ
と
つ
生
き
て
動
け
り 

恩
田
　
久
美
子

一
人
寝
の
眠
れ
ぬ
夜
は
し
ん
し
ん
と

　
　
積
る
雪
の
音
聞
え
る
ご
と
し 

丸
山
　
直
子

「
渡
月
橋
の
朝
靄
」と
い
う
白
き
色
に

　
　
川
霧
の
ぼ
る
原
を
描
き
た
し 

小
野
寺
　
恒
代

風
は
ら
む
杉
森
の
幹
揺
れ
揺
れ
て

　
　
褐
色
の
葉
を
宙
に
飛
ば
せ
り 

樋
口
　
康
子

星
好
き
な
夫
を
偲
び
て
独
り
見
る

　
　
テ
レ
ビ
放
映
の「
宇
宙
の
渚
」 

上
村
　
み
な

誕
生
日
の
わ
れ
の
祝
ひ
に
孫
娘
は

　
　
苺
買
ひ
来
て
ケ
ー
キ
作
り
ぬ 

内
山
　
キ
ク

上
郷
中
の
閉
校
式
の
会
場
に
校
歌

　
　
響
け
り
涙
で
歌
ふ 

麻
績
　
初
恵

正
月
を
夫
婦
二
人
で
過
ご
す
こ
と

　
　
一
番
休
ま
る
と
決
め
て
淋
し
き 

滝
沢
　
勝
枝

今
日
限
り
で
大
学
に
戻
る
整
形
の

　
　
医
師
と
の
握
手
に
力
が
こ
も
る 

風
巻
　
京
子

ス
カ
ー
フ
の
い
つ
し
か
右
に
廻
り
ゐ
て

　
　
鏡
の
中
に
ふ
は
り
泳
ぐ 

月
岡
　
ヨ
リ
エ

名
残
り
に
は
嵩か

さ

多
か
り
し
春
の
雪

　
　
降
る
暁
を
夫
の
夢
み
る 

鈴
木
　
綾
子

今
日
わ
れ
に
初
音
聞
か
す
と
近
く
鳴
く

　
　
鴬
い
ま
だ
声
と
と
の
は
ず 

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

豪
雪
の
地
に
生
き
き
た
る
老
い
人
は

　
　
命
綱
と
り
屋
根
雪
下
ろ
す 

柳
沢
　
チ
ヨ

冬
く
れ
ば
春
遠
か
ら
じ
雪
の
嵩

　
　
減
る
を
毎
朝
広
報
告
げ
る 

富
沢
　
キ
ミ

枝
揺
す
り
春
の
嵐
が
渡
る
と
き

　
　
コ
ブ
シ
の
蕾
が
気
に
か
か
り
け
り 

板
場
　
寛

足
弱
く
な
り
に
し
妻
の
足
と
な
る

　
　
吾
は
車
の
免
許
更
新 

滝
沢
　
義
正

新
緑
と
桜
の
花
の
風
情
に

　
　
吸
ひ
込
ま
れ
る
ご
と
野
良
の
一
服 

島
田
　
眞
之

個
人

木
の
陰
に
雪
消
え
や
ら
ぬ
春
立
ち
て

　
　
木
々
の
若
葉
は
萌
え
そ
め
に
け
り 

大
割
野

　
清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
四
月
）

古ふ
る

雛
ひ
い
な

眺な
が

め
て
つ
き
ぬ
語か

た

り
か
な 

妙

雪ゆ
き

囲
が
こ
い

外は
づ

し
今こ

と

し年
の
風か

ぜ

入い

れ
る 

酔
花

白は
く

鳥
ち
ょ
う

の
引ひ

く
一い

ち

羽わ

と
て
ふ
り
む
か
ず 

房
良

侘わ
び
す
け助
を
一い

ち
り
ん輪
活い

け
て
客

き
ゃ
く

を
待ま

つ 

芳
司

自じ

慢ま
ん

げ
に
一い

ち

病
び
ょ
う

か
た
る
春は

る

炬こ

燵た
つ 

渡
舟

雪ゆ
き

の
日ひ

の
印

し
る
し

ば
か
り
の
暦

こ
よ
み

剥は

ぐ 

兎
月

春は
る

の
日ひ

に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高た

か

さ
か
な 

貞

温ぬ
く

い
ね
と
聾
の
犬い

ぬ

に
言い

っ
て
み
る 

冬
詩
子

振ふ

り
向む

か
ず
愚ぐ

直
ち
ょ
く

に
生
き
て
日ひ

な

た向
ぼ
こ 

し
げ
る

雪ゆ
き

折を

れ
の
枝え

だ

が
遮

さ
え
ぎ

る
峡か

い

の
道み

ち 

れ
い
子

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

5月 −皐
さ つ き

月−
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津南町
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い
つ
も
の
暮
ら
し
に

が
ん
健
診

を

　

平
成
22
年
度
の
、
津
南
町
に
お
け
る
死
亡
者
の
６
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の

が
ん
検
診
で
見
つ
か
る
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
症
状
の
な
い
初
期
の
段
階
で
す
。が
ん
に
な
る
と
身
体
的
、

経
済
的
に
負
担
は
大
き
い
で
す
が
、
初
期
の
段
階
で
見
つ
け
る
こ
と
で
負
担
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
が
ん
に
な
る
と
症
状
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
進
行
が
ん
で
は
治

療
が
長
引
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
治
療
方
法
や

入
院
期
間
に
よ
っ
て
費
用
は
高
額
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
険
証
や
高
額
療
養
費

制
度
の
適
用
に
よ
り
保
険
者
（
保
険
証
の
発
行

元
）
か
ら
治
療
に
か
か
る
費
用
の
給
付
が
で
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
来
の
総
費
用
よ
り
も
実
際

に
支
払
う
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
経

済
的
な
面
で
も
、
初
期
の
段
階
で
治
療
を
始
め

れ
ば
医
療
費
は
安
く
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
検
診
で
は
、
初
期
の
段
階
の
が
ん
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
の
が
ん
検
診
で
が
ん

が
見
つ
か
っ
た
か
た
の
ほ
と
ん
ど
が
初
期
の
段

階
の
が
ん
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
期
に
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
体
の
負
担
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
も
、が
ん
に
な
っ
た
ら

　
医
療
費
は
い
く
ら
必
要
？ 受

診
で

早
期
発
見
！

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
を
！

津南町のがん検診情報
①無料のがん検診

（H24年４月２日〜 H25年４月１日の間に下記

の年齢になるかたが対象です。）

【胃がん・大腸がん・乳がん】

　40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

【子宮頸がん】

20歳、25歳、30歳、35歳、40歳の女性

無料の検診が受けられるのは今年度だけ！早め

にお申し込みを！

②三点セット検診

　40歳〜49歳国保のかた限定

　１、特定健診

　２、大腸がん検診

　３、胃がん検診

　この３つの検診を受けるとうれしい景品がもら

えます！

　上記の対象以外で、まだ申し込みをされていない

かたもお申し込みをお待ちしています。

■お申し込み・お問い合わせ先

　福祉保健課　健康班　℡765‐3114

　「
ど
こ
も
痛
く
な
い
、
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
い
る
か
た
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
初

期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
の
有
無
で
は
判
断
で
き

ま
せ
ん
。
検
診
を
受
け
て
い
な
い
か
た
は
、
今

年
も
検
診
を
受
け
な
く
て
大
丈
夫
で
す
か
？

　
毎
日
寝
る
前
に
歯
を
み
が
く
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
が
ん
検
診
を
定
期

的
に
受
け
る
こ
と
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
つ
も
の
暮
ら
し
に
、
が
ん
検
診
を
。

阿
弥
陀
三
尊
梵
字
碑

津
南
町
で
建
立
年
月
の
刻
ま
れ
て
い
る
石
造

物
に
、
永
和
四
年（
１
３
８
７
年
）
七
月
と
あ
る

阿
弥
陀
三
尊
梵
字
碑
が
あ
り
ま
す
。（
津
南
町
史

上
巻
・
年
表
に
、○
赤
沢
に「
永
和
４
年
７
月
」紀

年
銘
板
碑
建
つ
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

岩
波
版
日
本
史
年
表（
１
９
９
５
発
行
）を
参

考
に
し
ま
す
と
将
軍
足
利
義
満
の
時
代
で
、
義

満
が
権
大
納
言
と
な
り
、
室
町
第（
花
の
御
所
）

に
移
る
年
で
す
。

関
東
管
領
上
杉
能
憲
が
こ
の
年
に
没
し
ま
す
。

ま
た
全
国
に
三
日
病
が
大
流
行
し
、
死
者
が
多

数
出
て
、世
情
の
不
安
な
年
で
し
た
。

仏
教
の
面
で
は
、室
町
幕
府
が
五
山
十
刹（
禅

宗
で
最
高
寺
格
の
五
寺
と
そ
れ
に
次
ぐ
十
の
大

寺
を
い
う
）の
制
を
定
め
た
り
、諸
国
に
設
置
し

た
寺
を
安
国
寺
、
塔
を
利
生
塔
と
名
付
け
た
こ

ろ
で
す
。

阿
弥
陀
如
来
の
功
徳
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
が

で
き
る
と
い
う
浄
土
信
仰
は
早
く
か
ら
信
じ

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、平
安
中
期
の
僧
侶
、

空
也（
９
０
３
〜
９
７
２
）
や
源
信（
９
４
２

〜
１
０
１
７
）
が
浄
土
教
を
唱
え
て
か
ら
よ

り
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
平
安
末
期
に
法
然

（
１
１
３
３
〜
１
２
１
２
）
が
浄
土
宗
を
、
鎌
倉

初
期
に
親
鸞（
１
１
７
３
〜
１
２
６
２
）
が
浄

土
真
宗
を
開
い
て
か
ら
阿
弥
陀
信
仰
は
最
高

潮
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
さ
え
唱
え

れ
ば
、
誰
で
も
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
説

く
と
こ
ろ
か
ら
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を

彫
っ
た
石
碑
が
各
地
に
多
く
建
立
さ
れ
ま
す
。

津
南
町
で
も
六
字
名
号
塔
が
１
７
０
０
年
頃
よ

り
建
立
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
私
た
ち
の
調
査

で
は
阿
弥
陀
如
来
12
体
・
六
字
名
号
塔
29
体
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
弥
陀
三
尊
の
像
容
を
刻
し
た
石
仏
は
津
南

町
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、長
野
県
の

石
仏
探
訪
に
出
か
け
た
折
に
撮
っ
た
写
真
を
も

と
に
像
容
を
記
し
ま
す
と
、立
像
の
阿
弥
陀
仏
の

左
に
蓮
華
を
持
つ
観
音
菩
薩
を
、右
に
合
唱
し
て

い
る
勢
至
菩
薩
を
脇
侍
し
て
い
ま
す
。そ
の
姿
は
、

阿
弥
陀
三
尊
が
臨
終
に
際
し
て
極
楽
浄
土
へ
の

来
迎
を
示
す
表
現
を
し
て
い
ま
す
。案
内
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
達
の
お
話
で
は
、紀
年
銘
は
な
い
が

脇
侍
の
像
容
か
ら
推
測
す
る
と
江
戸
中
期
の
建

立
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。古
く
は
、板
碑
に

阿
弥
陀
如
来
一
尊
の
も
の
や
、観
音
・
勢
至
菩
薩
を

伴
う
阿
弥
陀
三
尊
の
梵
字
を
刻
む
も
の
が
信
州

や
越
後
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。津南町赤沢

阿弥陀三尊梵字碑

大
地
の
市
か
ら

大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
２

津
南
あ
〜
と
も
り
あ
げ
隊
が
、

津
南
エ
リ
ア
の
大
地
の
芸
術
祭
に

関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課		

℡
７
６
５-

３
１
１
５

◎
大
地
の
市
出
店
者
募
集

　

５
／
９
に
出
店
希
望
の
個
人
・
団
体
が

集
ま
っ
て
会
議
を
し
ま
し
た
。
な
に
ぶ
ん

は
じ
め
て
の
試
み
な
の
で
手
探
り
状
態

で
、
あ
ー
だ
こ
ー
だ
と
意
見
交
換
。
ま
だ

出
店
申
込
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
ら

売
る
も
ん
は
ね
え
け
ど
来
訪
者
の
話
相
手

に
な
る
よ
、
と
い
う
か
た
が
い
れ
ば
そ
れ

も
歓
迎
！
出
店
料
は
無
料
。
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
参
加
者
も
来
訪
者
も
楽
し
め
る

場
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

◎
前
売
パ
ス
ポ
ー
ト
発
売
中
！

　

パ
ス
ポ
ー
ト
前
売
券
発
売
中
で
す
！

大
人
１
人
３,
０
０
０
円
（
当
日
券

３,
５
０
０
円
）
の
と
こ
ろ
町
民
は
１,

５
０
０
円
割
引
、
中
学
生
以
下
は
無
料
！

詳
し
く
は
こ
の
広
報
に
同
梱
の
チ
ラ
シ
を

チ
ェ
ッ
ク
！

◎
地
元
ガ
イ
ド
募
集
！

芸
術
祭
期
間
中
は
多
く
の
ツ
ア
ー
バ
ス
が

運
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ツ
ア
ー
バ

ス
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ガ
イ
ド
養
成
研
修
も
あ
る

の
で
、
話
し
下
手
で
も
、
美
術
の
知
識
が

な
く
て
も
大
丈
夫
！
ガ
イ
ド
は
お
客
様
と

直
接
触
れ
合
え
る
楽
し
い
仕
事
で
す
。

◎
巨
大
な
人
形
と
練
り
歩
く
!?

　

穴
山
集
落
の
「
国
境
を
越
え
て
」
を
製

作
し
た
林
舜
龍
（
リ
ン
・
シ
ュ
ン
ロ
ン
）

さ
ん
が
関
わ
る「
ダ
ダ
創
意
＋
差
事
劇
団
」

が
、「
地
母
」
と
い
う
巨
大
な
人
形
を
大

勢
で
押
し
な
が
ら
練
り
歩
く
「
巡
礼
・
祈

り
の
旅
」
と
い
う
作
品
を
展
開
し
ま
す
。

４
／
29
に
は
「
地
母
」
人
形
を
縫
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
巡
礼
・

祈
り
の
旅
」
は
穴
山
集
落
と
上
野
集
落
、

そ
し
て
大
地
の
市
で
も
開
催
予
定
で
す
。

◎
セ
ン
ス
・
ア
ー
ト
・
ス
タ

ジ
オ
が
龍
に
関
わ
る
あ
れ

こ
れ
を
調
査
中

　

５
／
５
〜
９
に
香
港
の
セ
ン
ス・ア
ー
ト・

ス
タ
ジ
オ
の
メ
ン
バ
ー
が
上
野
に
滞
在
。作

品
制
作
に
む
け
て
、上
野
集
落
を
中
心
に

「
龍
」に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ
を
調
べ
て
い
き

ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
情
報
募
集
中
。津
南
で

「
龍
」に
ま
つ
わ
る
場
所
や
お
話
な
ど
の
情
報

を
ご
存
知
の
方
は
、ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

がん検診については県HPで詳しくご紹介しています。

【がん検診の有無による５年生存率の違い】
出展：新潟県のがん登録（平成19年標準集計）

健
診
で
が
ん
を
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、い
ず
れ
の
場
合
も

５
年
生
存
率
の
数
値
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。定
期
検
診

に
よ
る
早
期
発
見
と
早
め
の
治
療
が
大
切
で
す
。

（％）
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85.8％

78.8％

55.3％

20.0％

56.2％
51.6％

50

0

健
診
あ
り

健
診
な
し

胃がん 乳がん 大腸がん 子宮頸がん 肺がん

がんになったらいくら必要？（平均的な金額）
胃がん 大腸がん 乳がん

入　院　日　数 27.0日 18.9日 15.6日

総　費　用 1,107,090円 883,827円 682,863円

窓口支払額 332,127円 265,148円 204,859円

高額療養費制度
適用窓口支払額 87,845円 85,724円 84,283円

※参考文献：厚生労働省平成 20 年度医療給付実態調査
70 歳未満一般所得自己負担割合３割の方の場合です。
差額ベットや食事代、保険適用外診療は含みません。

保険証、高額療養
費制度で総費用額
からここまで減額
されます。

新潟県　がん検診 ○−

津
南
石
造
物
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歩

つ
ま
り
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の
会

文
責	

桑
原
和
位
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紹介者　阿部和子さん（美穂）

新緑が色鮮やかに感じられるこの頃になりましたね。また山菜の季節でもあります。
今回紹介する料理は「いちご大福」です。６月になると自家用のいちごがなります。ジャムにするのもいいですが、大
福もいいですよ。

＜材料＞
白玉粉 80ｇ、　砂糖 80ｇ、　水 140㏄

いちご 8個（小粒のもの）

　こしあん 160ｇ（白あんでも可）、片栗粉適宜

＜作り方＞
①いちごを洗い、ヘタを取り、水気を拭き取る。こしあ

んを8等分にしていちごを包む。

②レンジ容器に白玉粉と水を入れて混ぜ、砂糖を加え

て混ぜる。だまにならないようによく混ぜる。

③ラップをしてレンジで3分30秒〜4分加熱する。

④混ぜて、ひとかたまりにし、片栗粉を広げた皿に入

れる。片栗粉を手粉にして8等分にする。

⑤ ④の生地を丸く広げて①を包んでできあがりです。

いちご大福
アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

結婚相談員から

を込めて
愛
今号は12人の結婚相談員さんをご紹
介いたします。それぞれの特性を生か
した相談員としての活躍が期待され
ています。見かけたらお気軽に声をか
けてください。この笑顔で親身にご相
談をお受けいたします。

戸 籍 の 窓

関沢　晴
はる

（中子） 亮太さん

 美由紀さん

宮川美
み

春
はる

（陣場下） 健一さん

 洋美さん

石橋陸
り く

空（割野） 憲司さん

 麻衣子さん

中澤凌
り お

央（中深見） 正樹さん

 聖子さん

藤木明
め い さ

桜（米原） 啓宇さん

 文香さん

中島廣三さん	 （84歳・大井平）

涌井良雄さん	 （73歳・正面）

藤ノ木イサさん	 （86歳・船山）

金子博文さん	 （83歳・相吉）

吉野政明さん	 （61歳・十二ノ木）

津端正一さん	 （83歳・鹿渡）

石田一三さん	 （86歳・逆巻）

岡村ナミさん	 （97歳・秋成）

島田正子さん	 （70歳・宮野原）

瀧沢正雄さん	 （79歳・陣場下）

宮沢トシ子さん	 （74歳・卯ノ木）

福𠩤松子さん （82歳・鹿渡）

大口祐樹さん（米原）
柳沢　愛さん（卯ノ木） ｝
大口雄太さん（米原）

石沢真理さん（亀岡） ｝
小林伸太郎さん（羽倉）

藤ノ木利子さん（美穂） ｝
山本大輔さん（上野）

山田智美さん（十日町市） ｝
涌井一重さん（相吉）

村山綾子さん（十日町市） ｝

■人口10,843（−13）　男5,277（−9）　女5,566（−4）

■世帯数3,655（12）　■転入／ 23　■転出／ 28　■出生／ 4　■死亡／ 12　■婚姻／ 55月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　 な じ ょ も ん で は ゴ ー ル デ ン

ウィークにたくさんのお客様にお

越しいただきました！

体験実習をされている皆さんの表

情は、時に真剣、時に笑顔！終了

後は達成感いっぱいの満足顔で

帰ってくださいました！

　現在、なじょもんでは夏に向け

て準備を進めています！！

〇春季企画展
　「魚沼玄人〜仲丸貴継の世界〜」
　６月10日㈰まで
　大好評をいただいております当企画展も、ま

もなく会期が終了いたします。墨彩画、書、陶

芸とさまざまな分野を展示し、画は販売もして

おります。皆様のお越しをお待ちしております。

≪６月の予定≫
　地域ギャラリーでは、なじょもんのショップに出品してくださっている「は

つめの会」の皆さんの新作展示会（６月１日㈮〜７月１日㈰）が開催されます。

展示会の入場は無料で、販売も行います。お気軽にお立ち寄りください。

　次回企画展は、６月 20 日㈬〜６月 24 日㈰を会期に、津南町出身の日本画

家である津端道彦氏の展示会を開催予定です。津南町で所蔵されている作品が

展示される予定です。

　また、津南学講座を６月〜７月に実施します。今回は、「津南における民権

運動」と「善光寺地震」をテーマに講演していただく予定となっています。　

　詳細は、来月号にてお知らせいたします。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
５
月
３
日
に
行
わ
れ
た
成
人
式

に
１
０
６
人
の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
表

紙
と
裏
表
紙
で
式
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります6月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 金額 対	象

2日㈯ 13:30〜 こだわりの勾玉 600 低学年から

3日㈰

9:00〜 カラムシ一番刈、畑手入（草取り）　野外 無料 高学年から

9:00〜 雑穀播種　野外 500 低学年から

13:30〜 土器作りパートⅠ(粘土こね) 600 低学年から

6日㈬ 10:00〜 天体観察　金星太陽面通過 300 低学年から

10日㈰ 9:00〜 身近な薬草 400 低学年から

16日㈯ 9:00〜 水辺の生物観察会　野外 500 低学年から

17日㈰ 9:00〜 津南の湧水探検 900 低学年から

23日㈯ 19:30〜 ホタル観察会 300 低学年から

24日㈰
9:00〜 雑穀ウロヌギ　　野外 500 低学年から

13:30〜 土器作りパートⅠ(粘土こね) 600 低学年から

30日㈯ 8:30〜 小松原の謎を探る　野外 900 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

5 月 4 日 “ なじょもん特製縄文
服 ” を着て ｢縄文丸ごと体験｣

5 月 5 日 仲丸貴継氏ギャラリートーク

山田泰 （会長・陣場下）
一組でも幸せなカップル
誕生を！

金子蘭  （相吉）
津南の女性もがんばって
いきましょ～♡

藤ノ木美知子 （太田新田）
人生いろいろ、応援しま
す。

山岸君江 （下加用）
悩んでいるなら話、聞き
ますよ。

恩田稔  （鹿渡）
相 談 員 に な り た て で す
が、頑張ります！

冨澤由紀 （谷内）
津 南 の 男 性 は 優 し い し
シャイですよね。

根津サヨ子 （正面）
バツ1でもバツ2でも人生のパー
トナーに出会ってほしいです！

福原香 （外丸）
私たちが開催する行事に
参加して下さい!!

福原茂宝 （大割野）
積極的にイケイケでいき
ましょう！

樋口友茂 （卯ノ木）
津南の人口、増やしましょ
う！

林トシ子 （副会長・陣場下）
津 南の 独 身の皆さん、結
婚っていーもんですよ～♡

山田麗艶  （芦ヶ崎）
津南の男性、がんばって
くださーい！

５
月
11
日
に
今
年
度
一
回
目
の
相
談
員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
こ
こ
ら
で
町
内
の
皆
様
に
私
た
ち
の
顔
を
知
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。」
と
い
う
相
談
員
さ
ん
の
心
意

気
を
お
届
け
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

おやつにいかがですか。小さいお子さんがいるご家庭では、いっしょに作るのもいいですね。
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